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議
案
第
2
号

農
協
経
営
基
盤
拡
充
強
化
積
立

金（
定
款
第
66
条
に
定
め
る
目
的

積
立
金
）の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
3
号

平
成
25
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
4
号

賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て

議
案
第
5
号

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
6
号

第
6
次
中
期
経
営
計
画
お
よ
び

地
域
農
業
振
興
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
7
号

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
8
号

（
規
約
附
属
書
）
監
事
監
査
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

報
告
事
項
1

J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

に
つ
い
て

報
告
事
項
2

労
働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
24

年
度
徴
収
、納
付
状
況
の
報
告
に

つ
い
て

特
別
決
議

T
P
P
交
渉
参
加
断
固
反
対
並

び
に
北
海
道
農
業
確
立
に
関
す

る
決
議（
案
）に
つ
い
て

議長に選出された中野総代と森本総代

4
月
9
日
、本
所
大
ホ
ー
ル
で
第

14
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
に
入
る
前
に
経
営
譲
渡
者

の
中
で
出
席
し
た
宮
崎
光
利
さ
ん

に
感
謝
状
が
、
ま
た
、
新
規
就
農
者

の
中
で
出
席
し
た
武
田
晃
典
さ
ん

と
荒
川
克
郎
さ
ん
、青
柳
文
吉
さ
ん

に
激
励
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

本
総
代
会
で
は
議
長
と
し
て
当

別
地
区
の
中
野
芳
治
総
代
と
西
当

別
地
区
の
森
本
茂
総
代
を
選
出
し
、

議
案
は
第
1
号
か
ら
第
8
号
ま
で

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
は
特
別
決
議
と
し
て

T
P
P
交
渉
参
加
断
固
反
対
並
び

に
北
海
道
農
業
確
立
に
関
す
る
決

議
を
行
い
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
一
層
政
府
に
対
し

T
P
P
交
渉
か
ら
脱
退
す
る
こ
と

を
求
め
る
強
力
な
運
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、我
が
国
の
食
料
安
定

供
給
へ
の
更
な
る
貢
献
を
果
た
す

と
い
う
使
命
感
に
立
っ
て
、持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
へ
向
け
、

出
席
者
は
想
い
を
ひ
と
つ
に
し
、本

総
代
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

決
算
報
告

平
成
24
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益

計
算
書
、お
よ
び
注
記
表
並
び
に

全
国
監
査
機
構
の
監
査
お
よ
び

監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
1
号

平
成
24
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

第
14
回
通
常
総
代
会
開
催

激励状を受け取る新規就農者

環
太
平
洋
連
携
協
定（
T
P
P
）
交

渉
参
加
に
関
す
る
懇
談
会
が
4
月
15

日
、札
幌
市
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、約

5
0
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
J
A
か
ら
も
佐
藤
組
合
長
・
川

村
専
務
を
は
じ
め
役
員
12
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

昨
年
の
衆
院
選
で
自
民
党
は

T
P
P
交
渉
参
加
の「
断
固
阻
止
」を
掲

げ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、出
席
し
た
農

協
関
係
者
は「
公
約
違
反
」へ
の
怒
り
の

声
を
激
し
く
浴
び
せ
ま
し
た
。

ま
た
、自
民
党
本
部
か
ら
出
席
し
た

T
P
P
対
策
委
員
長
の
西
川
公
也
衆

院
議
員
が
、報
告
会
の
中
で
経
営
努
力

を
続
け
る
農
業
者
の
気
持
ち
を
理
解

し
て
い
な
い
発
言
を
す
る
な
ど
、出
席

者
は
一
斉
に
反
発
を
し
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
組
合
長
は
、重
要
5
品
目
な
ど

の
聖
域
を
守
れ
な
い
場
合
は
交
渉
か

ら
の「
脱
退
も
辞
さ
な
い
」と
し
た
同
党

の
決
議
に
関
し
て
、は
っ
き
り
脱
退
す

る
と
明
言
す
る
よ
う
強
く
要
求
し
ま

し
た
。

4
月
6
日
か
ら
道
連
が
道
内
9
ヵ

所
で
開
い
て
き
た
一
連
の
懇
談
会
は
15

日
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、各
会
場
に
お

い
て
も
交
渉
参
加
へ
の
厳
し
い
批
判
が

相
次
ぐ
、懇
談
会
と
な
っ
た
模
様
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

�

関
す
る
懇
談
会
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表彰式の様子

ま
た
、4
月
11
日
に
は
、
全
農
園

芸
農
産
部
札
幌
農
産
事
業
所
の
山

本
氏
、
ホ
ク
レ
ン
農
産
広
域
セ
ン

タ
ー
農
産
課
の
中
尾
氏
、北
海
道
立

農
業
総
合
研
究
機
構
中
央
農
業
試

験
場
の
藤
田
主
査
、辻
専
門
技
術
普

及
員
の
4
名
を
講
師
と
し
て
招
き
、

良
品
質
豆
類
生
産
に
向
け
た
栽
培

講
習
会
が
本
所
大
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
氏
か
ら
は
普
通
大
豆
の
情

勢
、
中
尾
氏
か
ら
は
小
豆
の
情
勢
、

藤
田
主
査
か
ら
は
大
豆
出
芽
向
上

対
策
、ま
た
辻
普
及
員
か
ら
は
狭
畔

栽
培
・
か
ん
水
事
例
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
種
講
習
会
へ
参
加
し
た
生
産

者
は
、真
剣
な
表
情
で
講
習
に
耳
を

傾
け
農
作
業
へ
の
準
備
を
整
え
て

い
ま
し
た
。

4
月
5
日
、浜
益
和
牛
生
産
改
良

組
合
の
定
期
総
会
が
浜
益
支
所
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
村
賢
一
組
合
長
の
開
会
宣
言

に
続
き
、平
成
24
年
度
販
売
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

素
牛
去
勢
販
売
最
高
価
格
賞
を

野
口
豊
さ
ん
、素
牛
め
す
最
高
価
格

賞
を
笹
雄
一
郎
さ
ん
、肥
育
去
勢
最

高
価
格
賞
を
寺
山
幸
夫
さ
ん
、肥
育

め
す
最
高
価
格
賞
を
寺
山
広
司
さ

ん
、素
牛
平
均
最
高
価
格
賞
を
新
岡

雄
一
郎
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

各
部
と
も
授
賞
者
に
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
わ
た
さ
れ
会
場
に
は
都

度
熱
い
拍
手
が
鳴
り
渡
り
ま
し
た
。

ま
た
、来
賓
を
代
表
し
て
石
狩
市

浜
益
支
所
地
域
振
興
課
長 

佐
々
木

政
人
様
、石
狩
市
議
会
議
員 

蜂
谷
三

雄
様
、
J
A
北
い
し
か
り 

川
村
専

務
よ
り
祝
辞
を
頂
い
た
。

4
月
5
日
、ホ
ク
レ
ン
札
幌
支
所

米
麦
農
産
課
よ
り
岩
下
課
長
、森
谷

考
査
役
を
迎
え
、本
所
大
ホ
ー
ル
に

て
良
品
質
米
麦
栽
培
技
術
講
習
会
が

開
催
さ
れ
、米
、麦
に
関
す
る
栽
培
講

習
、情
勢
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
麦
に
関
す
る
栽
培
講
習
会
で

は
、講
師
と
し
て
石
狩
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
辻
専
門
技
術
普
及

員
を
迎
え
、本
年
か
ら
作
付
け
が
本

格
化
す
る「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
栽
培

上
の
特
性
・
注
意
点
と
期
生
期
以

降
の
施
肥
に
つ
い
て
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

水
稲
に
関
す
る
栽
培
講
習
会
で

は
、北
海
道
中
央
会
農
業
振
興
部
農

業
企
画
課
推
進
指
導
員
の
河
野
氏

を
招
き
、ク
リ
ー
ン
農
業
の
必
要
性

を
、ま
た
辻
普
及
員
か
ら
は
昨
年
の

作
況
と
今
年
の
大
雪
の
影
響
を
踏

ま
え
た
適
切
な
管
理
方
法
に
つ
い

て
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
月
10
日
に
は
、本
所
第
2
会
議

室
に
て
水
稲
の
直
播
栽
培
講
習
会

が
開
催
さ
れ
、辻
専
門
技
術
普
及
員

を
講
師
に
迎
え
、乾
田
直
播
・
湛
水

直
播
に
お
け
る
技
術
的
な
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

浜
益
和
牛
生
産
改
良
組
合

�

総
会
開
催

良
品
質
農
産
物
生
産
に
向
け
た

�

栽
培
技
術
講
習
会
開
催

講演する辻普及員

講演する河野氏直播栽培講習会の様子

豆類講習会の様子
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当
別
花
卉
生
産
組
合（
才
田
弘

樹
組
合
長
）、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
部
会

（
岩
崎
義
彦
部
会
長
）
は
4
月
8
日
、

9
日
の
2
日
間
、産
地
P
R
と
し
て

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス

の
販
売
を
札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空

間
に
て
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
札

幌
駅
と
大
通
り
間
を
結
ぶ
地
下
歩

道
で
の
販
売
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
8
時
ま
で
販
売
及
び
展
示
を
開

催
し
、初
日
よ
り
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
が
足
を
止
め
、約
30
品
種
の
新

鮮
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ラ
ナ
ン
キ
ュ

ラ
ス
を
買
い
求
め
て
頂
き
、2
日
間

と
も
予
定
の
本
数
が
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

生
産
者
と
花
卉
課
職
員
に
よ
る

ハ
ッ
ピ
を
着
て
の
対
面
販
売
や
店

頭
に
は「
当
別
の
花
」
の
の
ぼ
り
や

ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、工
夫
を
凝
ら
し

た
ブ
ー
ス

設
営
に
よ

り
充
実
し

た
P
R
販

売
を
致
し

ま
し
た
。

4
月
18
日
、当
別
町
獅
子
内
に
あ
る

ト
ー
ホ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
で
、
J
A

北
い
し
か
り
産
の
小
麦
粉
を
使
っ
た

ピ
ザ
の
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
ト
ー
ホ
テ
ッ
ク
株

式
会
社
社
長
の
白
木
和
廣
氏
は
、地
元

の
食
材
を
使
っ
て
当
別
町
の
名
産
と

な
る
よ
う
な
商
品
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、当
別
新
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
今
回
の
試
食

会
に
踏
み
切
っ
た
。

ピ
ザ
生
地
に
は
、
J
A
北
い
し
か

り
産
の
小
麦
粉
が
使
用
さ
れ
、「
き
た

ほ
な
み
」を
使
用
し
た
生
地
と
、「
ゆ
め

ち
か
ら
」を
使
用
し
た
2
つ
の
生
地
が

用
意
さ
れ
、当
J
A
か
ら
は
、青
年
部
・

女
性
部
・
職
員
を
合
わ
せ
20
名
ほ
ど

が
参
加
し
た
。
試
食
会
へ
訪
れ
た
方
か

ら
は
、「
生
地
が
も
ち
も
ち
し
て
い
て

お
い
し
い
」と
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、

今
回
試
食

さ
れ
た
ピ

ザ
は
今
後

地
元
で
の

イ
ベ
ン
ト

等
で
振
舞

わ
れ
る
予

定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間

Ｐ
Ｒ
販
売
大
盛
況
で
し
た

Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
産
小
麦
粉
を

�

使
っ
た
ピ
ザ
試
食
会
開
催

PR 販売の様子

ＪＡ北いしかり産の小麦粉で作られたピザ

4
月
1
日
付
の
J
A
人
事
異

動
に
伴
い
ま
し
て
、
J
A
だ
よ

り
担
当
者
が
服
部
敬
恭
か
ら
川

田
誠
二
に
交
代
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
J
A
だ
よ
り
作
成

に
あ
た
り
、組
合
員
の
皆
様
の
圃

場
や
お
宅
に
お
話
を
伺
い
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、皆
様
の
営
農
・
生
活
に
と
っ

て
少
し
で
も
有
効
と
な
る
よ
う

な
J
A
だ
よ
り
を
作
る
こ
と
を

目
標
に
、精
一
杯
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

連
絡
先

企
画
管
理
部 

企
画
管
理
課

T
E
L

０
１
３
３
ー
２
３
ー
２
５
３
０

F
A
X

０
１
３
３
ー
２
２
ー
２
６
１
５

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

K
anri03@

ja-kitaishikari.o
r.jp

Ｊ
Ａ
だ
よ
り

編
集
担
当
者

交
代
し
ま
し
た

展示会の様子

4
月
5
日
、6
日
に
か
け
て
J
A

北
い
し
か
り
本
所
購
買
事
務
所
前

に
て
春
の
農
機
具
・
部
品
・
中
古

車
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、組
合
員
や
地
元
の
方
な

ど
多
く
の
方
に
来
場
頂
い
た
結
果
、昨

年
を
上
回
る
売
上
、来
場
者
数
と
な
り

盛
況
の
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
下
旬
に
は
空
知
・
石
狩
管

内
合
同
農
機
・
自
動
車
展
示
即
売

会
の
出
品
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、そ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

春
の
農
機
具
・
部
品
・

�

中
古
車
展
示
会
開
催
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■昨年以上に遅い雪どけとなり
そうです。農作業の遅れが心配。
昨年と今年は雪に関する悩みが
多すぎて嫌になりますね。春ら
しくなるのが待ち遠しいです。

（当別町 中西かなさん）
････････････････････････････
■まわりにはまだ、雪が有りま
すが福寿草の花も咲きハウスの
中のアスパラも芽が出てきて春
らしくなって来ましたね。体に
気を付けて、春の農作業がんば
りましょう。

（ペンネーム タロ（犬）のばあちゃんさん）
････････････････････････････
■まだ寒さが続きますね。朝
早くにアラレがふったり雪がふ
り、少し白くなったりとおかし
な天気ばかりで今日は風が強
く、気持ちまでが暗くなります。

（石狩市 真田重樹さん）
････････････････････････････
■4月なのに、雪が降ったりと、
困ったものですね。早く、暖
かいポカポカ陽気が来ないかと
待ち遠しくしています。春よ来
いっ！！

（ペンネーム サンシャインさん）
････････････････････････････
■オオハクチョウが飛来して
来たのに今年は雪解けが遅くエ
サがないのが心配です。沢山食
して飛び立って行って欲しいと
願っていますが、現状はきびし
いかもしれません。鳥、動物、
そして人間すべてにきびしい幕
明けなのかもしれません。これ
からに期待しましょう！！

（ペンネーム すみれさん）
････････････････････････････
■苦労して雪投げも終りビニー
ル2棟かけましたがこの強風と
雨です。どうか一日も早くお
だやかで暖かい日が来ます様に

と、心まちしています！
（石狩市 永澤節子さん）

････････････････････････････
■畑の水はけが悪く、べちべ
ちゃで、まだ畑仕事が出来ませ
ん！のんびりコーヒーでも飲ん
で、気長に待ちます！

（ペンネーム ひまわりさん）
････････････････････････････
■家の前の花畑の雪がすっかり
とけました。あとは裏と横に少
し高さがあるのと前の畑に投げ
て固まった雪があります。早く
とけてね。

（石狩市 真田ヨシさん）
････････････････････････････
■西当別金融店舗はアンパンマ
ンもお出迎えしてくれてフレン
ドリーな雰囲気だなぁと思いま
した。
（ペンネーム 庭のメジロさん）
････････････････････････････
■四月も半ばともなれば春らし
くなってきましたネ。ハウスの
ビニールテントも見えてきまし
た。でも、まだまだ寒いのと不
安定な日々なのと昨年と違った
気候なので心配ですネ。でもガ
ンバらなきゃネ。

（当別町 佐々木ミヨ子さん）
････････････････････････････
■雪解けとともに山菜の季節で
す。安全に気をくばり、楽しみ
ましょう。

（石狩市 山本盛吉さん）
････････････････････････････
■少し季節感がずれているよう
に思われますが、農作業はカレ
ンダーに合わせてすすめられて
行きます。寒さの中の作業大変
ですが頑張りましょう。

（石狩市 山本美代子さん）
････････････････････････････
■家の庭では、クロッカス・福

寿草・ナニワズと黄色い花ばか
り咲いて春が来たという感じだ
けど、まだ寒い日もある。雪も
あっちこっちで残っている。地
域によっては畑も山も白一面銀
世界の所もある。今年のこの風
景考えられない。早く雪がきれ
いに解けて暖かい春が来てほし
いですネ。

（当別町 桑原敏子さん）
････････････････････････････
■田舎のど真中に暮らしている
私。買物には歩きでは間に合わ
ない。冬は運転しないので夫が
外出の時、例えば「お酒買って
来て」「どんだけあるんだー」「一
滴あるよ」「そんなにあるのか」

「何それ」こうなるのです。以上、
我家の冬の買物事情でした。
（ペンネーム あんこもちさん）
････････････････････････････
■園芸市と「はなポッケ」のオー
プンを楽しみにしています。

（当別町 阿部準子さん）
････････････････････････････
■ようやく全体に雪がなくなり
白から黒に変わって来ましたが、
今までの大雪に苦しめられ手も
足も痛み、動かれずダルマさん
より悪い状態に。ダルマは転が
しても起き上がるけれど、起き
上がるのも大変。クロッカス、
福寿草は咲いて迎えてくれてい
るけどいつもより元気が出ず、
早くの言葉は使いたくないので
すが、ゆっくりで良いのでたく
さんの水仙・チューリップが元
気をくれる日を望んでいます。

（当別町 倉田麗子さん）

ここに寄せられたお便りの住所・
氏 名・ 年 齢 な ど の 個 人 情 報 は、
この広報誌以外で使用すること
はありません。
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平成 25年度に特に注意を要する病害虫

　北海道病害虫防除所、道総研農業試験場で実施した病害虫発生予察事業並びに試験研究の結果から平
成25年度に特に注意すべき病害虫について発表があったので記載します。
　近年、温暖化気象により気温が高かったり、降雨量も周期的に多く、病害虫の発生も多い傾向にあり
ます。圃場を良く観察し、発生初期の防除に努めてください。

現場 ら！か 主任技師

大居　正一

※多発した病害虫

・水　稲　ばか苗病・紋枯病 ・甜　菜　褐斑病※
・秋まき小麦　雪腐病※ ・ね　ぎ　ネギアザミウマ※
・大　豆　マメシンクイガ※ ・だいこん　軟腐病
・馬鈴しょ　黒あし病・軟腐病 ・白　菜　軟腐病※
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◎ 平成 24 年度、全道で平年に比べ多発、やや多発した病害虫

1.水稲の種子伝染性病害

　平成 24 年度は、ばか苗病の発生が道内各地で認められ、空知、
胆振、檜山および上川地方で中発生以上の事例が目立ち、道内全体
の被害面積率 0.2%（平年 0.0%）、また、平成 23 年には褐条病、
平成 22 年いもち病が本田で極早期に初発、このように近年、種子
伝染性病害の発生が目立つことから注意が必要です。
　すでに、播種作業は終了していますが、種子伝染性病害の防除の
基本は、健全種子の使用と種子消毒であることから、採取ほ産の種
子を使用すること。

◇「イネばか苗病」の対応方法
・苗床の発病苗はポット育苗ではポットごと、マット育苗では発病

苗周辺を含めて土ごと抜き取る。
・本田での発病株は株ごと抜き取る。
・抜き取った株苗・株は、焼却するか、土中に埋める。

2.小豆のアズキゾウムシ

　平成 24 年 10 月中旬、道南地方のほ場で生産された小豆の子実
に、アズキゾウムシの成虫が混入する被害が認められ、さらに、そ
の生産物を検査したところ、表面に円形の成虫脱出口が認められ、
被害子実が混入していた。
　本種は道内の寒冷で屋外では越冬出来ないとされており、発生源
は周年貯蔵されている被害子実や秋期に屋外で産卵・加害された小
豆の屋内への持込が考えられている。
　平成 24 年の収穫時に被害が顕在化した原因は、小豆の成熟時期
の 8 月下旬〜 9 月下旬の一ヶ月が高温で経過したことから、立毛
中の莢に対して産卵が行なわれると共に、子実内における幼虫の発
育が早まったと思われる。

◎平成 25 年度に特に注意を要する病害虫

苗に発生した褐条病

アズキゾウムシによる子実被害

苗に多発生したばか苗病

　アズキゾウムシの成虫
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○とうもろこしの褐色腐敗病

　平成元年頃から、道内のとうもろこし（生食用）において、
雌穂の包皮水浸状の病斑が発生し、問題となっていた。病斑部
から同一症状の細菌が分離され、細菌学性質及び遺伝子解説に
より分離細菌をバーコーデリア・グラディオリと同定した。

○にんじんの黒あざ病

　平成 22 年に収穫後、水洗、ブラッシングされたにんじん根
部に黒色の粒が多数付着する症状が認められた。症状は根部の
地下約 10cm の位置および葉柄基部付近で多く認められた。こ
の小粒はかびの菌核で、不整形、黒色で大きさは 0.5 ～ 2mm。
菌核からカビが分離されている。

○かぼちゃのフザリウム果実腐敗病

　平成 21 年に後志地方、平成 22 年空知地方、平成 23 年胆振
地方でかぼちゃ（西洋かぼちゃ）の果柄部、あるいは花痕部が
白色に覆われ腐敗する症状が見られ、腐敗部からフザリウム菌
が分離された。
　本症状は貯蔵中に多発するのが特徴であり、国内生産現場に
おいて初の発生事例となっている。

※ とうもろこし褐色腐敗病、にんじん黒あざ病、かぼちゃのフザリウム果実腐敗病の防除体系について
は現在検討中、防除体系が示され次第お知らせいたします。

3.野菜類および花き類のオオタバコガ

　オオタバコガは多くの作物を加害することが知られており、
幼虫は葉や花弁を食害するだけでなく、花蕾、果実、葉菜類の
結球部など植物体内に侵入する。各種薬剤に対する感受性が低
く、防除が難しい害虫である。北海道での発生は道外からの長
距離飛来によるものと考えられる。
　ここ数年、道内でも道南及び道央地方を中心に、サヤエンドウ、
とうもろこし、トマト、レタスなどの野菜類および花き類など
で被害が発生している。
　オオタバコガの幼虫は植物体に侵入するため、被害確認後の
薬剤散布では防除効果が得られにくい。また、産卵から孵化ま
での期間が20℃で5日程度、25℃で3日程度と短いため、トラッ
プや予察情報により早期防除に努める。

◎平成 24 年度に新たに確認された病害

にんじんの黒あざ病

かぼちゃのフザリウム果実腐敗病

オオタバコガの成虫

とうもろこし褐色腐敗病

サヤエンドウ莢を食害するオオタバコガの幼虫



① パズルのこたえ

② 〒・住所
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④ 年　　齢
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狩
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【応募方法】
● 氏名や住所を伏せたい場合は、その旨ご記入願います。
● ファックス・Eメールによる応募も受付いたします。

　 FAX ： （0133）22-2615
　 Eメールアドレス ： kanri03@ja-kitaishikari.or.jp

【締切日】
平成25年5月25日（土）到着分まで

【賞　品】
正解者の中から抽選で5名の方へJA全国共通商品券（1,000円）をさしあげます。

この予定表は日程など都合により変更になる場合があります。カッコ内は問い合わせ先です。

ク ス ーロ ワ ド パズル 二重マスの文字を
A 〜 E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか？

JAの予定表

5 月 中旬
■農産物直売所「はなポッケ」オープン（11 日）（農畜産課）
■園芸市（16 日・17 日）（生産資材課）

6 月 中旬 ■スタンプカード交換祭（各給油所）

タテのカギ
 2 ……ポークは豚肉、ビーフは？

 5 ……眼鏡もコンタクトレンズも付けていません

 7 ……魚をすくう網

 8 ……カエルがポチャリと飛び込みます

 9 ……ほんのわずかの間

 11 ……紙ー　猿ー　ー小屋

 12 ……塩ゆでにするとおつまみにぴったり

 14 ……病気やけがが治ること

 15 ……ー乙つけ難い良い出来だ

 16 ……実からたわしが作れるウリ科の植物

 17 ……ズボンを買うときに、合わせるサイズの一つ

ヨコのカギ
 1 ……アハハ、ウフフ、オッホッホ

 2 ……オリンピックで 2 位のメダルの色

 3 ……和歌を披露する集まり

 4 ……ことこと炊いて作ります

 6 ……福井県の東尋坊や和歌山県の三段壁が有名

 9 ……この鳥が軒先に巣を作ると縁起がいいとか

 10 ……ゼラチンや卵白で作ったふわふわした洋菓子

 11 ……英語ではゼブラ　白黒模様の動物です

 13 ……くねくねと曲がりながら進むこと

 14 ……6 月の第 3 日曜日はーの日

 16 ……もののふちの部分

1 5 12 18 17

6 13 13 15

2 11

7 9

3 7 16

14

10

B

D

C

　今回20名の応募の中から、抽選の結果次の5名の方々が
当選しました。おめでとうございます。

ペンネーム／サンシャインさん　当別町／湯浅香織さん
ペンネーム／庭のメジロさん　　石狩市／真田ヨシさん
ペンネーム／あんこもちさん

4月号の答え・当選者

A

4

E

8

A
タ

B
ケ

C
ノ

D
コ

E
ガ

F
リ
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催
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。
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行
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四
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員
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五
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合
と
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事
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農
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有
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抵
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て

報
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事
項

一
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事
業
報
告
及
び
財
務
報
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平
成
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年

3
月
末
）

二
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成
24
年
度
内
部
監
査
総
括
報
告

三
、 平
成
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年
度
貸
出
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て

四
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部
統
制
等
に
か
か
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要
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Ａ
バ
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ク
基
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方
針
に
基
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体
制
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五
、職
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人
事
報
告

六
、職
員
定
期
昇
給
報
告

七
、組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
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八
、 職
制
規
程
別
表
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務
権
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」
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

九
、固
定
資
産
改
修
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つ
い
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理
事
会
報
告

北海道地方の気温　・降水量北海道地方の気温　・降水量
３か月予報３か月予報

向こう３か月の予想

月別の予想

気温 降水量

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

（晴れ日数：日照率が40%以上の日数 降水日数：日降水量が1mm 以上の日数）

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

5

6

7

気温

5〜7月

平成25年4月25日　札幌管区気象台

気温

気温

16.7
16.1
15.9

15.1
13.6
10.2

13.0
13.2
8.1

8.5
9.4
8.7

6.5
8.7
8.1

8.0
9.9
10.2

天気は数日の周期で変わるでしょう。

天気は数日の周期で変わるでしょう。

日本海側・オホーツク海側では、天気は数
日の周期で変わるでしょう。太平洋側では、
平年と同様に曇りの日が多い見込みです。

低 並 高

低 並 高

404020

低 並 高

403030

304030

低 並 高

403030
少 並 多

304030

少 並 多

304030

降水量

少 並 多

304030

降水量

少 並 多

303040

降水量
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お詫び
　先月号の表紙の撮影場所が本所大ホー
ルとなっておりましたが、西当別支所金
融店舗の誤りでした。
　また、7ページ職員人事記事で、藤村職
員と志茂山職員の新役職から（調査役）が
抜けていました。
　正しくは、藤村職員が営農販売部米麦
課米麦係兼さっぽろライスターミナル出
向（調査役）、志茂山職員が購買部生産資
材課外商係（調査役）となりますのでお詫
び申し上げます。



5月の農産物 アスパラガス
春の味覚といえば、やっぱりアスパラガス。当JA管内でも様々な取組みが行われているアスパラガス

の情報を紹介します。

ヨーロッパでは、古代ローマ時代から食べられていたそうですが、日本にやって来たのは江戸時代。
ユニークな形が当時は観賞用で、食用の野菜として栽培されるようになったのは大正時代、一般に広く
売られるようになったのは、流通が発達した1970年以降と、比較的歴史の浅い野菜です。

アスパラガスは栄養価も高く、緑黄色野菜の一種。うま味のもとになるアスパラギン酸を多く含み、
新陳代謝を活発にするので、疲労回復や美肌効果が期待できます。 播種後3年目頃から収穫し、1度植え
れば10年間ぐらい収穫できます。

（1）ホワイトアスパラガス栽培（収穫時期4月下旬〜 5月末）
ハウス内に設置した大型トンネルを遮光フィルムで被覆

することで、暗黒条件下で若茎を軟白化させ栽培している。
当地区では、平成21年より栽培が行われている。

遮光被覆栽培でのホワイトアスパラガスは、従来の培土
法の物と比べ苦味がないと言われており、栽培当初から、
はなポッケや札幌圏内の直売所等で販売を行っているが、
好調な売れ行きを見せている。

（2）立茎栽培（収穫時期7月下旬〜 9月上旬）
春の収穫を従来の露地栽培を同様に行い春芽の収穫終了後、貯蔵根の養分を使い果

たす前に1株当たり4 ～ 5本程度の茎を収穫せずにわざと残し、残した茎で養分蓄積を
行いながら次々と萌芽してくる茎を収穫する栽培方法である。

当地区では平成20年より始まり、道内外の市場への流通がメインとなっている。

（3）伏せ込み栽培（収穫時期12月下旬〜 2月上旬）
圃場で1年間養成したアスパラガスの根株を、降雪前の秋に掘り取り、ハウス

内の電熱線等を敷いた温床に伏せ込み、加温して端境期の12月～ 3月に収穫す
る促成作型の栽培法となっている。従来の露地栽培と大きく異なる点は、根株
を養成する圃場と収穫する圃場が異なる点である。また、収穫後に根株を廃棄
する点も特徴的な栽培法となっており、当地区では平成19年より作付けが開始
されている。

はなポッケ・くるるの杜（北広島）・さとらんど（札幌市）・八紘学園（札幌市）の各種直売所でお買い
求め頂けます。露地物のグリーンアスパラ（5月下旬～ 6月下旬）は、地方発送の受付をしております。
大切な方への贈答用としても最適です。

※ 春の作物のイメージが強いアスパラガスですが、JA北いしかり産においても、「生産者の様々な思い」・「収穫までの
努力」によって季節を問わずおいしいアスパラガスが提供されています。この他にも、栄養分を多く含んでいる紫アス
パラも栽培されています。

　 5月下旬には、西当別、厚田地区で共選が行われ道内外にJA北いしかり産のアスパラガスが行き渡る季節となります。

◎アスパラに関する情報のお問い合わせ先
　JA北いしかり　本所 営農販売部　農畜産課　　　TEL0133-23-2534
 西当別支所　営農販売課　　TEL0133-26-2111
 厚田支所　　営農販売課　　TEL0133-77-2311

1.アスパラガスあるある!!

2.JA北いしかりでの特殊な取組み

3.JA北いしかり産アスパラガスの販売先

トンネル内の様子

立茎収穫時

収穫風景

ハウス内の遮光トンネル
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